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第４学年 チャレンジ○○学習指導案 

                               指導者  

１  単元名 

～こちら○○エコクラブです２～ 

○○ゴミゼロ大作戦 

２ 指導観 

  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

３ 単元カリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな手立てで（方法） 
○つかむ段階では 

家庭や地域や学校のごみ調 
べから，赤坂の街のごみの現 
状をつかみ，学習問題を設定 
する。地域のごみ減量に取り 
組んでいる人物と出会うことを通して，自分

なりの課題を明確にする聴き合い活動を行

う。地域の取組について調べたり，自分の課

題に沿った取組をしたいという意欲をもたせ

たりする。 
○さぐる段階では 

 自分の課題に沿って，探究的・共同的に活

動しながら，環境に対する取組や実践を通し

た自分のあり方を整理し，同じ考えの友達と

聴き合い活動を行う。自分の考えを整理して

表現物にまとめたり，課題解決に向けた自分

の活動の見直しをしたりする。 
○あらわす段階では  
  課題に合った表現方法を工夫し，違う考え

の友達と聴き合い活動を行う。お互いの考え

の共通点から，自分の見方・考え方の変容を

振り返りながらポートフォリオ評価を行い，

学習問題に対する答えや環境に対する自分の

あり方を見直す。見直した自分の考えをもと

に，自分にできることを実践する。 

目指す子どもの姿 
◎ 自分の身の回りの環境について関心をもち，自分なりに課題をもって環境をよりよくする取組につい
て進んで調べたり，実践したりすることができる。                （意欲・関心）   
◎ 自分の身の回りの環境をよりよくしようとしている人物と主体的にかかわり，自分にできることを考
え，取り組んだことを考えマップなどの表現物にまとめ，ポートフォリオに整理して聴き合うことがで

きる。                                       （学び方）  
◎ 環境をよりよくするために取り組む人々の生き方に学び，聴き合いを通して，環境に対する自分の見
方・考え方を見直し，自分にできる環境への取組を実践することができる。        （認識）     

こんな教材を使って 

○単元のねらい 

本単元は，「環境に対する家庭・地域・学校

等の取組を調べることを通して，複数の人物と

共感的に学びながら，環境に対する見方・考え

方を見直したり，環境によい生活を実践するこ

との難しさを感じたりすることで，かかわる力

を育成すること」をねらいとしている。 

○学習指導要領への意義 
身の回りの環境としては，福岡市の中心部に

位置しながらも，舞鶴公園やふくろうの森など

の自然にも恵まれ，街並みと自然の美しさを感

じることができる。そこで，これまでの学習経

験や生活経験を生かしながら，地域の環境に取

り組む人物を中心に学習を進めていく。 
このような教材を取り上げることは，環境に

対する課題に探求的に取り組むことができ，自

分の環境への見方・考え方を見直すことができ

るという点で価値高いと考える。 
○テーマへの意義 
子どもたちにとって，Ｔさんたちとの出会い

を通して共感的に環境について学ぶことは，聴

き合い活動への意欲を高め，環境に対する自己

のあり方を高め，身近な環境にかかわる力を育

成し，豊かな学びをつくるという点で意義深い

と考える。      

こんな子どもたちだから 

○ アンケートでは，環境問題について考えている子どもは 76％で，３年生で環境について学習した経
験をから，環境への取組について高い関心を示している。また，家庭でゴミ分別に取り組んでいる子ど

もは 60％で，実際の生活の中での取組については，少しずつ活動を始めている。   （意欲・関心） 
○ 追究した事実を考えマップにまとめたり，ポートフォリオに整理したりして，お互いの考えを聴き合  

うことができるようになってきており，自己評価活動も積み重ねてきている。      （学び方）              

○ これまでの学習経験や生活経験から，ごみやリサイクルなど環境に対する見方・考え方をもつことが

できており，自分の生活と環境とのつながりやかかわり方といった実践的なあり方について，少しずつ

考えるようになってきている。                            （認識） 

Ｔ(ＧＴ)さん 
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３  単元カリキュラム 
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前単元  
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見
直
す
聴
き
合
い
活
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次単元 

○主な聴き合い活動 

環境によい生活をすることのよさや難しさを，事実をもとに根拠を明

らかにして発表し，環境に対する自分たちのかかわり方について表現物

などを活用して自分たちの身の回りの環境をよりよくするために，効果

的に聴き合い，考えを見直している。 
○主なポートフォリオ評価 

自分の身の回りの環境をよりよくするために，校区の環境の取組やそ

れらに取り組む人々の生き方に触れ，考えマップにまとめたり，ポート

フォリオに整理したり，活用したりして，環境に対する自分のあり方を

自己評価し，考えを見直している。 
 

総合的な学習の時間テーマ 
身近なひと・もの・ことにかかわる力を育てる総合的な学習の時間 

（考えＡの資料） 

 

 

   
   
 

（考えＢの資料） 
 
 
   
 
 
 
 

・家庭からの生ゴミをなんとか

減らしたい。 
・家庭ごみの中の生ゴミの割合 
・公民館や委員会活動での生ゴ

ミ減量のための段ボールコン

ポスト 
 

・ものを大切にする心を広めた

い。 
・学校での紙類，牛乳パックの

リサイクルの実態 
・リサイクルのよさを知ってほ

しい。 
・資源の分別 

・ペットボトルやいらなくなった

布や廃油などを使って，生活に役

立つものを作る 

・生ゴミを減らすために段ボー

ルコンポスト（スローフード）

に取り組んで生ゴミを減らす 
 
〈根拠〉 〈根拠〉 

〈考えＡ〉 〈考えＢ〉 

▲資料１：家庭のゴミ調べ 

▲資料４：学校のリ

サイクルの実態 

▲資料５：資源の分別 
▲資料３：段ボール

コンポスト 

▲資料２：家庭ごみの

中の生ごみの割合 

▲資料６：廃材を使った

リサイクル製品 
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４ 指導計画  (計２５時間)  

段

階 主な学習活動と内容 評価規準と子どもの姿 
◇＝評価規準 ・＝意識 

指導上の留意点と評価方法 
○＝留意点 ◆＝評価方法 

配

時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

つ 

か 

む 
 

１ 身近なひと・もの・ことに

出会い，学習問題をつくる。 
(1)  これまでの学習経験を想
起する。 
・１学期社会科「ごみとわた

したちのくらし」における

福岡市のごみの現状と処

理の様子 
(2) ごみ調べの計画を立て，調
べた結果を交流する。 
・家庭や学校や地域のごみの

現状 
 ・種類・量・処理の仕方 
(3) エコに対する意識と現状
を調べ，結果を整理し，学習

問題を設定する。 
 
 
 
 
 
 

(4)  考えマップをもとに，ゲ
ストの循環生活研究所の T
さんを招いて学習問題につ

いて聴き合い，自分の課題

を把握する交流をする。 
・  聴き合い活動をし，追究
課題を明確にする。 
・ ゲストの方の助言をもと
に，調べる内容や方法を決

める。 
 

 

 

 

 

 
２   自分の課題に沿って実
践・調査の視点をつくり，課

題に取り組む。 
①活動の計画を立てる。 
②活動の記録をとる。 
③活動の振り返りをしなが

ら，次の活動を修正する。 
 

 

・３年生の総合学習で，環境

の勉強をしたよ。 
・1学期に社会科の学習で，
ごみについて調べたな。  
◇前単元の資料から，福岡市

のごみの現状や問題点を想

起している。 
・自分の家では，どんなごみ

がどれくらい出されて，どの

ように処理されているのだ

ろう。 
・○○の街や学校のごみの様

子も調べてみたいな。 
◇ごみ調べの計画を立て，見

通しをもつことができてい

る。 
・ごみを減らすためにどんな

ことをしているのかな。 
 
 
 
 
◇調べたことを考えマップ

に整理し，自分の課題を明確

につかむことができている。 
・Ａ小のごみを減らすにはど

うしたらいいのだろう。 
◇自分の課題を把握し，意欲

的に取り組もうとしている。 
◇マップに考えを記入し，分

類している。 
・この方法ならごみを減らす

ことができそうだ。 
 
 
 
 
 
◇課題に取り組み，意欲的に

追究しようとしている。 
◇計画的に課題に取組，活動

の記録をとっている。 
・どんなことから始めればい

いのだろう。 
・グループの友達と話し合っ

て，協力して取り組もう。 

○資料をもとに，１学期の社

会科学習の内容を思い出さ

せる。     《支援⑥》  

◆ポートフォリオ・発言分析 
 
○家庭，学校，地域のごみの

現状についてつかませる。 
《支援①②》 

○見学・調査の仕方を伝え

る。     《支援②④》 
◆活動の様子の観察 
◆学習プリント分析 
 
○調査結果を交流させ，自分

に身近な問題としてとらえ

させる。   《支援①④》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分の考えをマップに書

かせ，組み立てながら根拠と

のつながりも発表させる。 
《支援④⑨》 

◆活動の様子の観察 
 
 
 
 
 
○自分の課題に合わせて，グ

ループで協力して取り組ま

せる。    《支援⑥⑦》 
○活動ごとに記録や振り返

りをさせ，活動の修正・継続

を図る。   《支援②④》 
◆ポートフォリオ分析 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

交流活動① 
●全体 
・相違点をもとに課題を

明らかにする聴き合い活

動 
      

学習問題：環境によい赤坂の街にするために，自分たちにできることを考え，地域に発信

しよう。 

【考えＡ】 
・生ゴミを減らすために，段ボールコン
ポストに取り組んで生ゴミを減らしてみ
よう。 
 

【考えＢ】 
・ペットボトルやいらなくなった布や廃
油などを使って，生活に役立つものを作
ってみよう。 
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る 
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ら 

わ 

す 

３  実践したことをもとに表
現物にまとめ，中間交流をす

る。 
(1) 実践した内容や調べた事
実から，○○ゴミゼロ大作戦
に取り組んだ成果や，実践の

難しさや課題について聴き

合い活動を行う。 
(2) 聴き合い活動により，自分
の実践や考えの不十分な点

を補う。 
(3) 表現物の整理をし，自分の
考えをまとめる。 
・考えマップやフリップ，模

造紙などにまとめる。 
(4) 交流をもとに，新たな課題
に取り組む。 

 
４  自分たちの取組のよさや
環境へのかかわり方を表現

物にまとめ，学習問題の答え

を交流する。 
(1) 聴き合い活動をし，友達の
取組や考えのよさを見付け

る。 
      

 

 
 
 
 

 

 

(2) 聴き合い活動をもとに，自
分の環境へのかかわり方を

再構成する。 
・共通点からもう一度学習問

題の答えをつくる。 
 
５  ○○ゴミゼロ大作戦をも
とに「○○エコフェスタ」を

開く。 
・○○クリーンマップ 
・パンフレット 
・ポスター，チラシ 
・堆肥を使った野菜等 
・リサイクル作品  など 
６  単元全体を振り返る。 
○ これからの環境への自

分のあり方について考え

る。 
・これからの行動目標「わた

しのゴミゼロ生活」 

◇追究したことを表現物に

整理し，考えをまとめてい

る。 
・実際にゴミゼロ大作戦に取

り組んで，ごみはどれくらい

減ったのかな。 
・どのようにまとめると友達

に分かりやすく伝わるかな。 
・環境をよりよくすることは

難しいけど，みんなからのア

ドバイスを次の活動に生か

してみよう。 
◇これまでの取組を振り返

っている。 
・友達の考えと根拠とのつな

がりをしっかり聴こう。 
 
 
◇自分の考えの変容を考え

マップや自己評価カードに

表している。 
・自分たちの考えをどのよう

にみんなに発信すれば，みん

ながゴミゼロに取り組んで

くれるかな。 
◇環境に対する取組を整理

し，自分の考えを効果的 
 
 
 
 
 
 
に表現している。 
・学習問題についてもう一度

見直してみよう。 
・自分たちの取組が広がれ

ば，きっと地域のごみも減る

だろうな。 
・友達や地域の人たちに環境

を守ることのよさを広めよ

う。 
・環境をよくするためには自

分にできることを見付けて，

それを続けることと一緒に

取り組む仲間を見付けるこ

とが大切だね。 
◇これまでの学習を振り返

り，考えを見直している。 
・これからも学習したことを

自分たちの生活に役立てて

いこう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○活動の成果と課題を明ら

かにさせる。 《支援④⑥》 
◆フリップ・発言分析 
○中間交流会で意見や情報

を交換させ，次の活動への課

題をもたせる。 《支援①⑤》 
◆ポートフォリオ分析 
◆考えマップ・自己評価カー

ド 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○具体物を用い，根拠を明ら

かにしながら相手に伝えさ

せる。    《支援⑥⑧》 
◆ポートフォリオ評価 
◆フリップ・考えマップ・自

己評価カード 
○発表の順序を考え，意図的

指名をする。 《支援①⑤》 
○実際の生活を想起させ，継

続することができるかを検

討させる。  《支援①⑤》 
◆考えマップ・発言分析 
○環境をよりよくすること

のよさと続けることの難し

さの両方から，自分の環境へ

のかかわり方について考え

させる。   《支援①⑤》 
◆ポートフォリオ分析 
○たくさんの人に効果的に

伝える方法を考えさせる。 
《支援⑧⑨》 

◆行動観察・発言分析 
○これまでの学習で学んだ

社会事象に対する見方・考え

方を生かして，これからの環

境へのかかわり方をまとめ

させる。   《支援③⑧》 
◆ポートフォリオ分析 

 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
本 
時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 

交流活動② 
●同質グループ 
・不十分な点を補い、考え

を整理する聴き合い活動 
  

交流活動③ 
●異質グループ 
・共通点をもとにして考え

を見直し，再構成する聴き

合い活動 

＜共通点＞  
環境をよりよくするためには，自分に続けられることを見

付けて，仲間を増やしていくことが大切である。 

【考えＢ】 【考えＡ】 
 

学習問題 
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５ 本時         
聴き合いを通して，環境に対する自分の見方・考え方を見直す場面          （２１／２５） 

６  本時の目標 

○ 「○○エコフェスタ」に向けての考えのよさや表現方法について聴き合い，これからの取組に必要な

考えを見いだし，環境に対する自分のあり方を見直すことができる。     （学習指導要領から） 

○ 「ひと・もの・こと」にかかわりながら追究・実践したことをもとに自分たちの取組を聴き合い，環

境に対する自分の見方・考え方を見直すことができる。               （テーマから）       

７ 本時の授業仮説    

８  本時指導の考え方 

○本時のねらい 

本時は，ゴミゼロ大作戦の取組をもとに，「○○エコフェスタ」に向けての考えのよさや表現方法に

ついて聴き合い，環境に対する自分のあり方を見直し，多面的に考えることをねらいとしている。 
 前時までに子どもたちは，学習問題「環境によい○○の街にするために，自分にできることを考え，

地域に発信しよう。」について，まず，学校のごみを減らす取組を通して，自分なりの課題に沿って意

欲的に追究し，平さんをはじめ複数の人物に寄り添って共感的に調べ，表現物にまとめてきている。子

どもたちの考えは〔Ａ：段ボールコンポスト（スローフード）〕〔Ｂ：リサイクルもったいないバザー〕

の２つに分かれており，自分の取組や活動を整理した事実を表現物に整理し，まとめてきている。子ど

もたちの表現物には，学校のごみを減らす取組のよさと，「○○エコフェスタ」で発信したい内容が書

かれている。 
○交流活動の工夫について 

お互いのごみ減量に対する取組のよさを知り，「○○エコフェスタ」に向けての考えの違いを確かめ

ながら，お互いの考えから新たな課題に気付き，環境に対する自己のあり方を振り返る聴き合い活動を

行う。そうすることで，相互に考えの違いを認めながらも，友達の考えのよさに納得し，それを受け入

れることで，自己のあり方を見直したり，自尊感情を高めたりすることができると考える。発表すると

きには，追究した事実や取組のよさをもとに発言し，順序よく根拠や資料を提示すること，「確かめ」

や「質問」をすることを確認する。また，聴き合い活動では，考えマップに友達の考えのよさを書き込

ませ，聴き合うことへの期待感や成就感，さらに，次の活動への意欲の高まりや考えの見直しにも役立

てていきたい。 
○評価活動の工夫について 

前時までのそれぞれの課題追究における考えを蓄積したポートフォリオを，本時授業場面で活用する。

まず，発表の補助資料として活用させ，相手に分かりやすく伝えるようにする。次に，共通点を見いだ

すために，これまでの学習とつながる内容を振り返る。最後に，自己評価カードを記入するときに，環

境に対する自分の考えの変容に気付かせるために，前時までに記入している自己評価カードを振り返ら

せ，考えマップや板書の内容も合わせて，要点をまとめながら適切な表現ができるようにする。このよ

うな評価活動の工夫を行うことで，お互いに賞賛し合いながら学習に対する成就感と自尊感情を高めて

いきたい。 
  ・規準に満たない子への支援 

聴き合いに意欲的でない子どもや課題が見付からない子どもには，自分の取組をポートフォリオで想

起させたり，自分と友達の考えを比べたりつないだりさせて，考えを見直すようにうながしていく。ま

た，板書に示された要点やポートフォリオをもとに，課題を具体的に考えさせるようにしていきたい。 
９  準備 

フリップ・模造紙・プレゼンなど，考えマップ，写真資料，統計資料，ポートフォリオ，自己評価カ

ード，指示棒，スクリーン，プロジェクター，コンポスト・リサイクル作品など 

環境に対する自分たちのあり方を考える聴き合い活動と自分の考えを振り返るポートフォリオ評価活動

を設定すれば，身近な「ひと・もの・こと」にかかわる力を身に付け，自分なりのあり方を高める子ども

が育つであろう。 



 125 

１０ 本時の展開 

学習活動と内容 教師の支援 評価基準 資料 
基準Ａ 基準Ｂ １ これまでの学習を振り返り，本時の

めあてをつかむ。 

 

 

 
 
 

 
２ 聴き合い活動をする。 

(1)  異質グループで聴き合う。 
・それぞれの取組のよさ（◎）と「○

○エコフェスタ」で伝える方法や内

容（●）について聴き合う。 
 

 

 

 

 

 

 

・ 友達の考えのよさを見付け，考え

マップに記入する。 
(2)  全体で聴き合う。 
 
 
 
 
・ 自分の考えと友達の考えを比較し

ながら共通点を考える。 
・ 地域に発信するための取組に必要

な考えを明らかにする。 
３ ゲストの方の話を聴く。 
・  循環生活研究所のＴさん  
４ 自己評価カードを記入し発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
５ 次時の学習を知る。 
・  自己評価カードをもとに，今後の
活動に対する自分の考えを再構成

することを伝える。 

○本時のめあてを確

認し，学習の見通しを

もたせるようにする。 
 
 
 
 
 
○考えの違いがわか

るように，板書の構成

を工夫する。 
○具体物を用い，根拠

をもとに発表の仕方

を工夫させる。 
 
 
 
 
 
 
○考えの根拠に妥当

性があり，納得できる 
考えを考えマップに

記入させる。 
 
 
 
○環境に対する多面

的な見方・考え方をも

たせるために，ゲスト

の話を聴かせ，思いや

生き方に触れさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分の考えを見直

したり，深めたりする

ために，意図的に指名

する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分の考え
を具体物を用
いて効果的に
表現し，相手
に分かりやす
く伝えてい
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・複数の根拠
と複数の資料
をつないで自
分の考えを分
かりやすく発
表している。 
 
 
 
 
 
 
・学習問題の
答えについ
て，２つ以上
の観点から検
討し，これか
らの環境に対
する自分のあ
り方を見直し
ている。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分の考え
を具体物を用
いて表現しな
がら，相手に
伝えようとし
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・根拠や資料
をもとに自分
の考えを発表
している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・学習問題の
答えについ
て，板書をも
とに自分なり
の考えをも
ち，これから
の環境に対す
る自分のあり
方を見直して
いる。 
 
 
 
 

活動の

写真 
 
活動の

前のご

み調べ

のグラ

フ 
 
 
 
 
 
 
フリッ

プ 
模造紙

プレゼ

ン 
 
コンポ

スト 
リサイ

クル作

品 
など 

 
考えマ

ップ 
 
ポート

フォリ

オ 
 
 
自己評

価カー

ド 
 
 
 

 

本時のめあて：，「赤坂エコフェスタ」でどんなことを発信したらよいかを聴き合い，友達のよ

さを見付け，自分の考えを見直そう。 

【考えＡ】段ボールコンポスト（スローフード） 

◎給食や家庭の生ゴミを○kg減らせた。 
●堆肥で育てた野菜を見せて，段ボ 
ールコンポストのよさを伝えたい。 
●段ボールコンポストを体験させて， 
誰でも簡単にできることを伝えたい。 

【考えＢ】リサイクルもったいないバザー 

◎ペットボトルや廃油などを使ってリサイ

クル作品を作った。  
●作ったリサイクル作品のよさを 
みんなに紹介したい。 
●リサイクルの楽しさを伝えたい。 

＜本時でめざす子どもの姿＞ 
わたしは，段ボールコンポストの取組を行いましたが，今日の聴

き合いで，リサイクルもったいないバザーの取組も大切なことがわ

かりました。ゲストの方の話を聴いて，仲間と一緒に楽しく取り組

めば，学校も地域もきれいになり，ゴミゼロで環境によい街になる

ので，これからも続け，地域にもどんどん発信しようと思います。

赤坂エコフェスタがとっても楽しみです。 
 

基準Ｂに達しない子への支援 
・友達から取り入れた根拠や
資料をポートフォリオで振り
返らせる。 
 

基準Ｂに達しない子への支援 
・活動に取り組んで考えたこ

とや，板書，ポートフォリオ

をもとにして考えさせるよう

にする。 

・意欲的に聴き合い，友達の

よさを見付けようとする気持

ちを高めている。 学習問題：環境によい赤坂の街にするために，自分たちにで

きることを考え，地域に発信しよう。 

＜共通点＞  
環境をよりよくするためには，自分に続けられることを見

付けて，仲間を増やしていくことが大切である。 
 


